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令和４年度　施策・基本事業マネジメントシート　（令和３年度実績に基づく評価） 作成日 令和 4 年 7 月 25 日
基本目標名 4 豊かな心を育み、学び合うまちづくり
政　策　名 1 豊かな心と確かな学力を育むまちづくり
施　策　名 1 特色ある教育と心の教育の推進

施策関係課 教育総務課、教育センター、生涯学習課

１．施策の目的と成果把握
この施策は、誰、何を対象としているか 対象指標 単位 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

児童生徒数 人 8377 8212 8074

教職員数 人 682 648 655

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

目標 -2.0 -1.0 -0.5 ±0

実績 -1.6 -0.5 - -1.2 

目標 ±0 0.5 1.0 1.5

実績 -1.2 -0.4 - -0.7 

目標 93.5 94.0 94.5 95.0 

実績 94.7 96.8 - 94.6 全国学力調査

目標 88.0 89.0 90.0 91.0 新体力テスト

実績 87.5 94.5 - 96.0 児童生徒への意識調査

目標 88.0 89.0 90.0 91.0 児童生徒への意識調査

実績 97.0 95.8 - 97.9 教職員へのアンケート

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 H30 R1 R2 R3 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 H30 R1 R2 R3

目標 -2.0 -1.0 -0.5 ±0 目標 90.0 91.0 92.0 93.0

実績 -1.6 -0.5 - -1.2 実績 65.4 76.9 - 85.7 

目標 ±0 0.5 1.0 1.5 目標

実績 -1.2 -0.4 - -0.7 実績

目標 35.0 40.0 45.0 50.0 目標

実績 38.5 33.2 - 41.4 実績

目標 95.0 95.5 96.0 96.5 目標 27.8 31.9 36.1 40.3

実績 90.7 93.1 - 82.5 実績 64.2 66.8 74.1 71.5 

目標 50 60 65 70 目標

実績 40 24 27 17 実績

目標 目標

実績 実績

３．施策及び基本事業の目標達成度評価
令和３年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

全て達成

一部未達成

全て未達成

全て達成

一部未達成

全て未達成

基本事業名 令和３年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況 基本事業名 令和３年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

４．施策の基本情報
社会情勢変化、国・県の動向、市民・議会意見等 施策の成果向上に向けての役割分担

市民 事業所（学校） 行政

５．施策全体の総括・今後の課題・今後の方向性
施策の成果実績と施策の基本情報及び施策コストに関する全体総括 今後の課題 今後の方向性

政策体系
施策主管課長

学校教育課

永松　啓輔

施策の目
的

「対　象」

①市立学校児童生徒
②市立学校教職員

①
全国学力調査平均正答率の全国平
均との比較

点

②
新体力テストの平均得点の全国平
均との比較

点

③
「きまりや規則を守っている。」と答
えた児童生徒の割合

％

成果指標の
取得方法

④
「自分と違う意見も尊重している。」
と答えた児童生徒の割合

％

⑤
研修を通して指導力が向上したと考
える教職員の割合

％

生きる力
の育成

児童生徒 「確かな学力」「健
やかな体」「豊かな
心」が身に付く。

①
全国学力調査平均正
答率の全国平均との
比較

点
小中一貫
教育の推
進

教職員 小中一貫教育を通
して、学力向上・体
力向上・豊かな心
の育成を図る。

①
教科の接続等につい
て、中学校と連携して
いる小学校の割合

％

②
新体力テストの平均得
点の全国平均との比
較

点 ②

③
英検３級程度以上の
英語力を身に付けてい
る生徒の割合

％ ③

教職員の
資質の向
上

教職員 時代の変化に対応
した指導ができる。 ①

「先生の授業が分かりや
すい。」と答えた児童生
徒の割合

％
特別支援
教育の推
進

特別な支
援が必要
な児童生
徒

個に応じた指導を
受けることができ
る。

①
個別の教育支援計画
を作成した児童生徒の
割合

％

②
英語のパワーアップ研
修に参加した教職員数
（延べ人数）

人 ②

③ ③

・新型コロナウイルス感染症対策としての学校における「新しい生活様式」の徹底を図る。
・葛生義務教育学校開校準備として、教育課程編成等の支援を進める。
・あそ野学園義務教育学校の教育成果を全中学校区で共有することで、本市における小中一
貫教育の充実を図る。
・教員の時間外勤務縮減を図り、教員がゆとりをもって、児童生徒の指導に向き合えるよう、教
職員の働き方改革を進める。
・保護者に対し、個別の教育支援計画作成において必要となる合理的配慮に関する啓発を進
める。
・「一校一改革・一挑戦」の取組を推進するとともに、さわやか教育指導員等を各学校の実情に
応じて配置することで、学力・体力向上及び豊かな心の育成を図る。
・オンライン学習実施に向け、家庭への支援も含めた準備を進める。

取組
方針

【施策の取組方針達成状況】
・「新型コロナウイルス感染症学校における対策マニュアル」を作成、配布して学校における「新しい生活様式」の徹底を図
ることができた。
・あそ野学園義務教育学校の教育課程や教育内容を参考としながら葛生義務教育学校の教育課程編成等を進めることが
できた。
・あそ野学園義務教育学校の教育成果を小中一貫推進ブロックで共有して小中一貫教育の充実を図った。
・教職員の時間外勤務状況を把握し、各校の実情に応じた働き方改革に向けた業務改善を促したが、コロナ禍の対応もあ
り、働き方改革は十分進まなかった。
・個別の教育支援計画の作成について、特別支援教育コーディネーター会議や学校訪問において指導助言を行うととも
に、提供している合理的配慮を把握するための調査を行い啓発を図った。
・各校において「一校一改革・一挑戦」の取組を進め、その成果を全市立学校で共有するとともに、児童生徒の状況に応じ
た支援の充実を図るため、全校にさわやか教育指導員を配置することができた。
・１人１台端末を全児童生徒に整備し、各学校の状況に応じてそれを活用し、オンライン学習を進めることができた。

【成果指標達成状況】
・全国学力・学習状況調査、新体力テストは全国との差がやや開いた。引き続き授業改善等の取組が必要である。
・児童生徒を対象とした「豊かな心（規範意識、他者尊重）」に関するアンケートでは、目標とほぼ同様または上回る良好な
結果となり、豊かな心の育成の取組についての成果が確認できた。
・約98%の参加者が「研修を通して指導力が向上した。」と回答した。ICT活用に関する研修を複数回実施することで、教員
の1人1台端末活用への意欲も高まった。

成果
指標

【基本事業の取組方針達成状況】
・さわやか教育指導員等の効果的な配置により、「一校一改革・一挑戦」
の取組を引き続き推進する必要がある。
･１人１台端末を全児童生徒に整備し、各学校の状況に応じてそれを活
用し、オンライン学習を進めることができた。
・「新型コロナウイルス感染症学校における対策マニュアル」を作成、配
布して学校における「新しい生活様式」の徹底を図ることができた。

【成果指標達成状況】
・全国学力・学習状況調査、新体力テストは全国との差がやや開いた。
引き続き授業改善等の取組が必要である。

【基本事業の取組方針達成状況】
・あそ野学園義務教育学校の教育成果を小中一貫推進ブロックで共有
して小中一貫教育の充実を図った。
・あそ野学園義務教育学校の教育課程や教育内容を参考としながら葛
生義務教育学校の教育課程編成等を進めることができた。

【成果指標達成状況】
・目標値には届かなかったがコロナ禍であっても推進ブロックで合同研
修会などを通し、教科の接続等について小中学校での連携が進められ
た。

【基本事業の取組方針達成状況】
・コロナ禍の対応もあり、教職員の働き方改革は十分進まなかった。
・感染症対策を行い、開催方法を一部オンラインにするなど工夫しな
がら研修会を実施した。

【成果指標達成状況】　
・児童生徒アンケートによれば、「先生の授業が分かりやすい。」と答
えた児童生徒の割合は、目標には達しておらず、引き続き授業改善
等の取組が必要である。
・コロナ禍もあって会話を中心とする英語パワーアップ研修参加者
は、目標に達しなかった。

【基本事業の取組方針達成状況】
・個別の教育支援計画の作成について、特別支援教育コーディネータ
会議や学校訪問において指導助言を行うとともに、提供している合理的
配慮を把握するための調査を行い啓発を図った。
・巡回相談を実施し、特別な教育的支援を必要とする児童生徒への適
切な指導や必要な支援について助言を行った。

【成果指標達成状況】
・学習指導要領の全面実施に伴い、各学校において積極的に個別の教
育支援計画の作成に取り組んだ。

・コロナ禍であったがICTの活用によるオンライン学習が進み、学びの保障を図ることができた。
・コロナ禍ではあったが、指導力向上のため、開催方法を一部オンラインにするなど工夫しながら教
職員研修を実施したり、指導主事や学校教育指導員等が学校を訪問し指導助言を行ったりするこ
とで、授業等の充実や改善を推進した。
・さわやか教育指導員、さわやか健康指導員、特別支援学級支援員の配置については、各学校の
状況を踏まえて、配置を決定するとともに、資質の向上を目的とした研修会を実施していたが、令
和３年度は新型コロナウイルス感染症対応のため中止とした。
・あそ野学園義務教育学校はもとより、他の各推進ブロックにおいても、小中一貫教育グランドデザ
インに基づいた工夫した取組が見られた。また、実践成果を資料にまとめ、市内全校に配布し、更
なる充実の参考資料として活用することができた。
・令和５年度の葛生義務教育学校開校に向け、教育課程の検討等、基本的な事項についての検討
を進めている。
・教職員の働き方改革を進めていく施策の一環として地域部活動推進事業を推進していくため、モ
デル校での実践を開始した。
・個別の教育支援計画の作成については、特別支援教育コーディネーター連絡会議等で内容につ
いても共通理解を図るとともに、個々の児童生徒の実態に即した計画となるよう、巡回相談等の機
会に指導助言を行った。
・施策コストについては、令和２年度411，778千円に対し、令和３年度397，273千円であり、14，505
千円の減額(対前年度比96％)であった。コロナ禍による対策事業により予算の執行が増額となった
ものがあった一方で、外国語青年指導助手についてJETプログラム(海外青年招致事業)を活用し
たこと、ICT活用自学自習支援事業によるeライブラリ導入が終了したことなどから、結果として、決
算額は減少となった。

【令和４年度で解決する課題】
・新しい生活様式を踏まえた教育活動とICTの活用能力の向上に
よる学びの保障
・｢1人1台端末の効果的な活用に向けた指針(仮称)｣の作成･周
知
・令和５年度の葛生義務教育学校開校に向けた教育課程の完成

【令和５年度以降にも引き継がれる課題】
①「一校一改革・一挑戦」の取組のため、教職員研修、学校訪問
の実施による授業等の充実や改善の推進
②英語研修会の充実や研究校での実践研究の支援及びALT等
を活用しての指導体制の充実
③市立小中学校適正規模・適正配置後期基本計画を踏まえた小
中一貫教育の充実
④学力向上･体力向上･豊かな心の育成のためのさわやか教育
指導員、さわやか健康指導員、特別支援学級支援員の適切な配
置
⑤特別な支援が必要な児童生徒に対する取組の充実
⑥GIGAスクール構想の実現に向けた教職員の意識改革及び
ICT活用能力の向上
⑦生徒・学生の資格取得に対する支援
⑧「公私教育連絡協議会」の設置による佐野市全体の教育力向
上

【令和５年度重点課題】
⑨教職員の働き方改革推進の一環としての地域部活動推進事
業の段階的な展開
⑩各学校の実態を把握した上で関係機関と連携したキャリア教
育の推進
⑪葛生義務教育学校における施設一体型小中一貫教育の充実

①「一校一改革・一挑戦」の取組を推進し、教職員研修、学校
訪問時の指導助言等の積み重ねによって教職員の資質の向
上を図り、授業の充実、改善を推進する。
②小学校における英語の教科化等を受けて、研修会の充
実、研究校での実践研究の支援体制等を整える。また、ALT
等を活用しての指導体制の充実を図る。
③適正規模・適正配置後期基本計画を踏まえ、義務教育学
校における実践の成果を全市立学校で共有し、各推進ブロッ
クの小中学校の状況に応じた特色ある小中一貫教育を推進
する。
④児童生徒へのきめ細かな指導・支援に努めるため、さわや
か教育指導員、さわやか健康指導員、特別支援学級支援員
の適正な配置を図り、学力向上･体力向上･豊かな心の育成
を図る。
⑤インクルーシブ教育システムの構築に向けた教職員の指
導力の向上を図るとともに、児童生徒の実態や教育的ニーズ
に合った合理的配慮の提供となるよう、学校・保護者に啓発
していく。また、巡回相談実施後の児童生徒の変容を確認
し、助言や支援がより適切なものとなるよう改善していく。
⑥GIGAスクール構想の実現に向けて、｢1人1台端末の効果
的な活用に向けた指針(仮称)｣に基づき、研修内容や方法を
工夫して１人１台端末の一層の活用を図る。
⑦生徒・学生の資格取得に対する支援を周知する。
⑧「公私教育連絡協議会」を設置し、公立私立の教職員が交
流することで、佐野市全体の教育力向上を図る。
⑨教職員の働き方改革を進めていく施策の一環として、地域
部活動推進事業について実施組織を整え、地域スポーツクラ
ブ等と連携しながら段階的に進めていく。
⑩キャリア教育推進計画に基づき、特に小学生段階からの
キャリア教育の充実を図る。
⑪葛生義務教育学校の教育課程の実施について随時点検
し、指導･支援を行う。

成果指標
設定の考え方

・全国学力調査や新体力テストにおける本市
の結果を全国と比較することによって学力及び
体力の状況について把握でき、更なる成果向
上につながると考え、指標として採用した。
・児童生徒を対象とした「豊かな心（規範意識、
他者尊重）」に関するアンケートを実施し分析
することによって成果や課題が明確になり、豊
かな心の育成の取組を充実させることができ
ると考え、指標として採用した。
・児童生徒の学力向上・体力向上・心の教育
の推進のためには、教職員が研修を通して指
導力を高めていく必要があると考え、指標とし
て採用した。施策の目

的
「意　図」

①児童生徒が、「確かな学力」「健やかな体」「豊
かな心」をしっかりと身に付ける。
②教職員が研修を重ね、時代の変化に対応で
きる指導力を身に付ける。

施
策

基
本
事
業

生きる力
の育成

・「一校一改革・一挑戦」の取組を
推進するとともに、さわやか教育
指導員等を各学校の実情に応じて
配置することで、学力・体力向上及
び豊かな心の育成を図る。
・家庭への支援も含め、オンライン
学習実施に向けた準備を進める。
・新型コロナウイルス感染症対策
としての学校における「新しい生活
様式」の徹底を図る。

小中一貫
教育の推
進

・あそ野学園義務教育学校の教育
成果を全中学校区で共有すること
で、本市における小中一貫教育の
充実を図る。
・葛生義務教育学校開校準備とし
て、教育課程編成等の支援を進め
る。

教職員の
資質の向
上

・教員の時間外勤務縮減を図り、
教員がゆとりをもって、児童生徒
の指導に向き合えるよう、教職員
の働き方改革を進める。
・研修会への参加者が主体的に学
べるよう、話合いや演習を取り入
れるなど、研修内容や方法の見直
しを行う。

特別支援
教育の推
進

・個別の教育支援計画作成に
おいて必要となる合理的配慮に
関する啓発を進める。
・児童生徒の特性に応じた個別
指導を実現するために、巡回相
談の充実を図る。

施
策
の
基
本
情
報

・学習指導要領において、「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」の育成が求められている。ま
た、保護者や議会からも、児童生徒の学力・体力向上、健全育成に関する要望がある。
・新型コロナウイルス感染症対策として、臨時休業が行われたり、学校における新しい生活様式
が示されたりして、学力・体力向上に向けた児童生徒への指導・支援の在り方、及び教職員研修
の在り方について見直しが必要となったが学校における新しい生活様式が定着するとともにICT
の活用が進み、学びの保障が図られている。
・小学校における英語の教科化に伴う授業の研究が進められている。
・県内を含め全国各地において、小中一貫教育が進められ、義務教育学校が開校している。な
お、本市２番目の義務教育学校として開校予定の葛生義務教育学校については、令和元年東日
本台風の影響から、令和５年の開校となった。
・令和５年度から部活動改革により、休日の部活動が段階的に地域に移行されることに伴い、教
職員の働き方改革を進めていく施策の一環としても、地域部活動推進事業を推進していく必要が
ある。
・特別支援教育については、国においてガイドラインが策定されるなど、体制及び内容の充実が
図られている。
・｢選ばれる佐野｣の一環として、資格取得に対する支援、キャリア教育の充実が求められている。
・佐野市全体の教育力向上のため公私教育の連携が必要である。

・児童生徒は、自ら生活習慣及び学習
習慣を確立させる。
・保護者は、家庭教育の充実を図る。

・学力及び体力向上のための「一校一
改革・一挑戦」を充実させる。
・教職員の研修に努める。
・推進ブロックごとに、実態に応じた小
中一貫教育を推進する。
・「個別の教育支援計画」を作成し、具
体的な支援を行う。

・各学校が行っている学力・体力向上の
ための「一校一改革・一挑戦」を支援す
る。
・学校訪問等を通して教職員の指導力向
上のための指導助言を行うとともに、研
修の充実を図る。
・各推進ブロックが取り組んでいる小中
一貫教育を支援する。
・「個別の教育支援計画」の作成を支援
する。


